
＋ ＋ ＋ ＋ 綱摩だ亨
茶

会

と

い

っ

た

協

賛

事

業

が

彩

り

を

加

え

、

よ

り

広

が

り

の

あ

る

催

し

と

な

っ

た

。

第

一

回

高

校

生

文

芸

道

場

総

合

大

会

は

平

成

―

―

年

―

二

月

九

日

困

及

び

一

0
日

面

の

両

日

、

国

立

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

記

念

青

少

年

総

合

セ

ン

タ

ー

に

て

以

下

の

日

程

で

開

催

さ

れ

た

。

初

日

の

参

加

者

数

は

全

国

各

ブ

ロ

ッ

ク

か

ら

の

推

薦

者

に

、

同

日

同

所

に

て

開

催

さ

れ

た

第

一

四

回

全

国

高

等

学

校

文

芸

コ

ン

ク

ー

ル

出

席

者

を

加

え

生

徒

合

計

一

四

五

名

、

引

率

教

職

員

等

も

合

わ

せ

た

総

数

は

一

九

七

名

と

な

っ

た

。

《

第

一

日

目

》

二

門

四

〇

＼

一

七

ぶ

ユ

〇

開

会

式

基

調

請

演

「

近

代

文

学

の

は

じ

ま

り

」

三

浦

朱

門

氏

（

作

家

、

元

文

化

庁

長

官

）

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

提

案

講

演

「

こ

と

ば

を

磨

く

」

閉

会

式

開

会

式

に

引

き

続

き

、

作

家

で

文

化

功

労

者

の

三

浦

朱

門

講

師

に

よ

る

講

演

が

行

わ

れ

た

。

「

近

代

文

学

の

は

じ

ま

り

」

と

題

さ

れ

た

講

演

会

に

お

い

て

は

、

三

浦

講

師

が

欧

米

と

日

本

、

ま

た

近

代

と

現

代

の

社

会

情

勢

と

文

学

の

お

か

れ

た

位

置

な

ど

を

対

比

さ

せ

な

が

ら

、

明

治

以

降

の

わ

が

国

に

お

け

る

文

学

の

歩

み

を

述

べ

ら

れ

た

。

続

い

て

作

家

の

ね

じ

め

正

一

氏

を

迎

え

て

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

が

開

催

さ

れ

た

。

ね

じ

め

講

師

の

提

案

講

演

「

こ

と

ば

を

磨

く

」

を

受

け

、

ね

じ

め

講

師

と

生

徒

た

ち

と

が

活

発

に

意

見

を

交

換

し

、

参

加

生

徒

そ

れ

ぞ

れ

が

自

ら

の

創

作

活

動

に

新

鮮

な

刺

激

を

受

け

、

新

た

な

創

作

意

欲

を

燃

や

し

た

よ

う

で

あ

る

。総

合

大

会

初

日

の

夜

、

国

立

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

記

念

青

少

年

総

合

セ

ン

タ

ー

に

宿

泊

し

た

生

徒

た

ち

の

交

高校生文芸道場◆

ブロック大 合大会

→・ →・ 
＝ 

規が目ついやク者

模参的てに研大が

に加と高交修会参t古

おすし校流会は茄 h1
いるて生で等地す行校

てこおのきに域るう生

展とり文る自の→ブ文

開に‘芸よ由高総 芸

すよ総活うに校合g道

るつ合動な参生大 場

こて大の機加が会ク'-

とそ会裾会し著'-空は

をのは野を‘名かぎ‘

目活各を設まならと全

的動地広けた文成各国

とを域げる参人り地八

し全のるこ加の‘域地

て国代こと者講ブの域

い的表とにが演口代に

るな者をよ互会ツ表て

゜

大合ね
じ

め

正

一

氏

（

作

家

）

澤

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

ち．
虹

ね

じ

め

正

一

氏

、

各

部

門

代

表

生

徒

他

る
交
流
会
(
-
九
ニ
―

1
0
~
ニ
―
二
〇

生す議
〇

）

討平
《
第
二
日
目
》
九
芸X
｝
~
ご
言
四

0

池

分

科

会

「

散

文

」

「

詩

」

「

短

歌

」

「

俳

韮

句

」

「

文

芸

部

誌

」
全

体

会

分
講

演

「

異

質

な

も

の

と

の

出

会

い

」

，

奥

泉

光

氏

（

作

家

）

→・ 
昨

年

八

月

二

五

日

困

、

神

奈

川

県

立

近

代

文

学

館

に

て

開

催

さ

れ

た

高

校

生

文

芸

道

場

関

東

ブ

ロ

ッ

ク

大

会

（

神

奈

川

大

会

）

を

皮

切

り

に

、

全

国

八

地

域

（

合

同

開

催

を

含

む

六

大

会

）

に

お

い

て

実

施

さ

れ

た

プ

ロ

ッ

ク

大

会

で

は

、

地

域

ご

と

に

様

々

な

事

業

を

展

開

し

た

。

印

北

海

道

・

東

北

ブ

ロ

ッ

ク

大

会

（

岩

手

大

会

）

日

時

／

平

成

―

一

年

一

0月
ニ

ー

日

困

場

所

／

岩

手

県

民

会

館

中

ホ

ー

ル

（

盛

岡

市

）

、

同

会

議

室

内

容

／

0
三

木

卓

氏

（

詩

人

・

小

説

家

）

に

よ

る

請

演

会

（

演

題

1

読

書

と

人

生

）

0
小

説

・

戯

曲

・

随

筆

・

児

童

文

学

・

詩

・

．

短

歌

・

俳

句

・

文

芸

誌

各

部

門

の

分

科

会

・

合

評

会

②

関

東

プ

ロ

ッ

ク

大

会

（

神

奈

川

大

会

）

日

時

／

平

成

―

一

年

八

月

二

五

日

困

場

所

／

神

奈

川

県

近

代

文

学

館

ホ

ー

ル

、

同

会

議

室

（

横

浜

市

）

内

容

／

0
三

木

卓

氏

（

詩

人

・

小

説

家

）

に

よ

る

講

演

会

（

演

題

¥

仏

が

書

き

は

じ

め

た

こ

ろ

）

0
ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

（

詩

の

朗

読

、

推

敲

）

、

合

評

会

③

北

信

越

プ

ロ

ッ

ク

大

会

（

石

川

大

会

）

日

時

／

平

成

―

一

年

九

月

一

九

日

側

場

所

／

石

川

県

立

金

沢

二

水

高

等

学

校

（

金

沢

市

）

内

容

／

0
佐

藤

健

氏

（

毎

日

新

聞

編

集

委

員

）

に

よ

る

講

演

会

（

演

題

？

人

間

観

察

学

入

門

）

〇

散

文

・

詩

・

短

歌

・

俳

句

各

部

門

別

研

修

会

・

報

告

④

東

泡

・

近

畿

ブ

ロ

ッ

ク

合

同

大

会

（

愛

知

大

会

）

日

時

／

平

成

―

一

年

一

0月
二

三

日

出

場

所

／

日

土

地

ビ

ル

三

階

ク

リ

ス

タ

ル

ホ

ー

ル

（

名

古

屋

市

）

内

容

／

0
長

田

弘

氏

（

詩

人

）

に

よ

る

講

演

会

（

演

題

二

書

く

、

何

を

？

）

〇

講

師

に

対

す

る

質

疑

応

答

形

式

に

よ

る

討

論

会

0
文

芸

創

作

に

か

か

る

実

践

例

発

表

会

（

交

流

会

）

⑤

中

国

・

四

国

ブ

ロ

ッ

ク

合

同

大

会

（

広

島

大

会

）

日

時

／

平

成

―

一

年

一

0月
三

0
日

出

場

所

／

広

島

県

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー

八

階

大

研

修

室

（

広

島

市

）

1

内

容

／

0
ね

じ

め

正

一

氏

（

小

説

家

）

に

よ

る

謂

演

会
（
演
題
~
こ
と
ば
を
創
作
す
る
）

0
参

加

各

校

文

芸

部

に

お

け

る

創

作

活

動

の

実

践

報

告

⑥

九

州

ブ

ロ

ッ

ク

大

会

（

大

分

大

会

）

日

時

／

平

成

―

一

年

―

一

月

一

七

日

困

場

所

／

大

分

県

立

大

分

上

野

丘

高

校

記

念

館

内

容

／

0
篠

原

憲

二

氏

（

「

詩

学

」

編

集

発

行

人

）

に

よ

る

講

演

会

（

演

題

」

詩

と

関

わ

り

つ

づ

け

て

）

〇

詩

・

創

作

・

短

歌

・

俳

句

各

部

門

の

合

評

会

全

国

各

地

で

開

催

さ

れ

た

地

域

ブ

ロ

ッ

ク

大

会

は

、

い

ず

れ

も

地

域

の

高

校

生

が

多

数

参

加

し

、

各

々

の

文

芸

創

作

活

動

の

研

鑽

と

高

校

生

相

互

の

交

流

が

図

ら

れ

た

。

中

で

も

神

奈

川

県

横

浜

市

に

お

い

て

行

わ

れ

た

関

東

ブ

ロ

ッ

ク

大

会

で

は

、

神

奈

川

県

高

等

学

校

文

化

連

盟

美

術

・

工

芸

専

門

部

、

同

写

真

専

門

部

、

同

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

専

門

部

、

同

茶

道

専

門

部

の

協

賛

を

得

て

、

絵

て

が

み

コ

ン

ク

ー

ル

、

写

真

展

示

、

呈

流

会

が

盛

り

上

が

り

を

見

せ

た

。

交

流

会

の

後

、

自

室

に

戻

っ

て

か

ら

文

学

談

義

に

花

を

咲

か

せ

た

グ

ル

ー

プ

も

あ

っ

た

。

翌

―

二

月

一

0
日

は

午

前

九

時

か

ら

散

文

（

小

説

）

、

詩

、

短

歌

、

俳

句

、

文

芸

部

誌

の

各

部

門

の

分

科

会

が

行

わ

れ

た

。

各

部

門

一

四

名

の

講

師

が

そ

れ

ぞ

れ

専

門

分

野

を

担

当

し

、

講

師

を

中

心

と

し

て

創

作

に

向

か

う

心

構

え

、

具

体

的

な

手

法

な

ど

、

そ

れ

ぞ

れ

に

実

作

に

、

ま

た

ク

ラ

ブ

活

動

に

直

結

す

る

問

題

を

テ

ー

マ

と

し

て

討

議

が

な

さ

れ

た

。

分

科

会

で

交

わ

さ

れ

た

意

見

な

ど

講

師

に

よ

る

総

括

、

ま

た

生

徒

か

ら

高

校

生

文

芸

道

場

総

合

大

会

及

び

ブ

ロ

ッ

ク

大

会

に

参

加

し

て

感

じ

た

こ

と

な

ど

、

自

由

な

意

見

を

述

べ

あ

う

全

体

会

を

経

て

、

作

家

の

奥

泉

光

氏

に

よ

る

講

演

会

が

行

わ

れ

た

。

「

異

質

な

も

の

と

の

出

会

い

」

と

題

さ

れ

た

講

演

会

に

お

い

て

は

、

奥

泉

講

師

が

実

生

活

の

中

の

体

験

を

交

え

な

が

ら

、

自

分

以

外

の

異

質

な

も

の

と

の

出

会

い

を

大

切

に

し

て

い

っ

て

ほ

し

い

と

述

べ

ら

れ

た

。

二

日

間

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

中

で

、

生

徒

と

講

師

が

そ

れ

ぞ

れ

真

摯

な

態

度

で

向

き

合

い

、

ま

た

生

徒

同

士

も

活

発

に

意

見

を

交

換

し

あ

っ

た

。

そ

う

し

た

中

で

、

そ

れ

ぞ

れ

の

生

徒

が

自

分

な

り

の

成

果

を

得

る

こ

と

が

で

き

た

よ

う

に

思

う

。

今

後

と

も

本

事

業

が

、

参

加

生

徒

に

と

っ

て

文

芸

創

作

活

動

の

さ

ら

な

る

向

上

の

き

っ

か

け

と

な

っ

て

い

く

こ

と

を

期

待

し

た

い

。

（

地

域

文

化

振

興

課

）
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